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    各       位 

 会 社 名         株式会社 幸楽苑ホールディングス 

 代表者の役職名         代表取締役社長 新 井 田  傳 

 （東証第一部   コード番号  ７ ５ ５ ４ ） 
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 Ｔ Ｅ Ｌ         ０２４－９４３－３３５１ 

  http://www.kourakuen.co.jp/               

                                                     

平成 29 年３月期 通期業績予想の修正に関するお知らせ 

平成 28 年 10 月 28 日付の平成 29 年３月期第２四半期決算公表時に未定としておりました平成 29 年３

月期（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日）の通期業績予想を、下記のとおり修正いたしましたの

で、お知らせ申し上げます。 

 

記 

 

１．平成 29 年３月期通期業績予想の修正について 

（ 平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日 ） 

(１)連結業績予想の修正 (単位：百万円) (単位：円) 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属

す る 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想 (A) 未定 未定 未定 未定 未定 

今回修正予想 (B) 37,594 85 208 △334 △21.42 

増 減 額 (B－A) － － － － － 

増 減 率  － － － － － 

(ご参考)前期実績 

（平成 28 年３月期） 
38,206 874 858 133 8.12 

(ご参考)期初業績予想 

（平成 29 年３月期） 
38,290 1,052 1,149 577 35.10 

 

(２)個別業績予想の修正 (単位：百万円) (単位：円) 

  売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想 (A) 未定 未定 未定 未定 

今回修正予想 (B) 14,142 1,211 858 55.04 

増 減 額 (B－A) － － － － 

増 減 率  － － － － 

(ご参考)前期実績 

（平成 28 年３月期） 
20,077 770 △172 △10.52 

(ご参考)期初業績予想 

（平成 29 年３月期） 
13,474 1,008 642 39.08 

(注) 当社は、平成 27 年７月１日を効力発生日として、吸収分割方式による会社分割を行い、持

株会社体制へ移行しております。 
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２．修正の理由 

平成 29 年３月期の通期の業績予想につきましては、店舗での異物混入による問題の影響により合

理的に見積もることができなかったため未定としておりましたが、現時点において入手可能な情報や

予測等に基づき、修正することといたしました。 

 

連結売上高につきましては、新規出店数は増加（当初 23 店舗、見込み 30 店舗）しているものの、

当該問題の影響により連結子会社の売上高は、回復傾向（既存店売上高前期比：第３四半期実績 90.6％、

第４四半期見込み 94.2％、１月 11 日現在 95.3％）でありますが期初の想定を下回る見込みでありま

す。利益については、売上高の減少に伴う利益の減少に加え、直接的な費用及び再発防止対策費用等

を見込んでおります。 

販売費及び一般管理費につきましては、エネルギーコスト等の低減を図ったものの、最低賃金引き

上げによる人件費の高騰や新規出店数の増加及び店舗外観・内装のリニューアルによる店舗人件費及

び経費の増加（292 百万円増加）を見込んでおります。また、営業外収益においては、店舗移転に伴

う営業補償等を見込んでおります。 

なお、当該問題に伴う具体的な利益影響見込額は次のとおりであります。 
 (単位：百万円) 

主な内容 利益減少額 

売上高に対する影響：直営店舗売上高減少額 853 百万円 627 

食材廃棄・食材変更 62 

［営業利益影響額］ ［ 689］ 

再発防止対策費用 28 

フランチャイズ店舗に対する営業支援 21 

その他 7 

［経常利益影響額］ ［  57］ 

調理機器撤去・廃棄 35 

［税引前利益影響額］ ［  35］ 

合  計 782 

 

 

 

(注) 業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、予想につ

きましては様々な不確定要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合

があります。 

 

 

以  上 


